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添田町社会福祉協議会

「社会福祉協議会」は英語で「SOCIAL WELFARE COUNCIL」と書きます。

日本における地域福祉の推進を目指す組織で、略して「社協」として知られています。



　‌添田町が行っている事業（※町在住65歳以上、介

護認定を受けてなく、町税等に滞納がない方が対象‌

※交換できる金券は、4,000円まで／1年間／1

人あたりです。）たまったポイントに応じて地

域お買物券に交換できます。‌

川津（主任）・長副・梶原・三島

添田町社会福祉協議会 元気俱楽部
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体験参加も出来ますので

お気軽にご連絡ください(*´▽｀*)　
☎　連絡先は裏表紙に記載

介護予防ポイント手帳の対象です

　元気俱楽部は、添田町に在中の65歳以上の方

が対象で、各地区の公民館・集会所で、顔なじみ

の方々とふれ合う地域コミュニティの場です。‌ ‌

　毎回、健康体操や楽しいゲームのほか、健康管

理の目的で、管理栄養士による「栄養指導」や理

学療法士による「フレイル予防」、歯科衛生士に

よる「口腔指導」も行っています。‌

　なお個別指導が必要な方に継続サポートも提

供しています。‌

　年に２回行う野外活動では、他地区の参加者

も一緒に旅行気分で楽しく賑わいながら交流

し、とても喜ばれています。‌

　また、毎年末に行う「干支のちぎり絵」制作

は十二支をコレクションされる方もおられる人

気の行事です。元気俱楽部は、送迎（自宅までの

距離による）も、しています。‌

　職員一同、新規参加者をお待ちしています♪！‌

下記の日程と場所で開催されています！



　若返り教室は、「最近つまずく事が増えた」、

「足腰が弱っている」、「物忘れが気になる」、「家

に閉じこもり気味」、「栄養バランスが悪く体重が

減ってきた」、「食べ物が飲み込みにくい、汁物で

むせる」等、症状が進めば介護が必要となる可能

性のある方を対象に、今のうちから体の機能の維

持・改善をしていく介護予防教室です。‌

　体力レベルに応じて3つのクラスに分かれてい

ます。‌

（1）学びクラス…運動初心者を対象としたクラ

スです。‌

（2） 継続クラス…(1)を卒業した方を対象とした

クラスで運動機能の維持を目的としています。‌

（3）卒業クラス…(2)の参加者の中で、身体・体

力レベルの高い方が参加するクラスです。運動機

能の維持・向上を目的としています。‌

減塩
で低カロリー！

健康運動指導士　大塚・三島

添田町社会福祉協議会 若返り教室
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事前調査で、該当した方のみ参加できる教室

になります。

興味のある方はお気軽にお問合せ下さい。
※介護認定を受けている方は参加できません。

☎　連絡先は裏表紙に記載

管理栄養士指導のもとで調理実習も行っています。栄養に

ついて皆さんで話し合いながら楽しく学んでいます。‌

お好み焼きはキャベツの

代わりに白菜を使用して

かさまし！汁物は切り干

し大根の出汁を使い減塩

でうまみUP！‌



　デイサービス事業所のご紹介です。‌

　私たちスタッフ一同は、利用者の皆様が住み

慣れた添田町でご自宅と同じように過ごせるよ

う、心身の状況に応じた機能の維持・向上に心

がけてサービスを提供させていただいておりま

す。‌

　毎週日替わりで、「手芸、ゲートボール、カラ

オケ、ゲーム、映画鑑賞等」の様々なレクリエー

ションを行い、利用者様同士の触れ合いや、独自

の創造力を刺激し、日常に小さな喜びを感じて

いただけるようにしています。。‌

　また、春夏秋冬イベントを行い、時には子供

たちと触れ合ってみたり、折り紙を使った季節の

制作にも力を入れています。これからも、利用者

の皆様に愛されるデイサービスを目指し、心を

込めたサービスを提供していきたいと思います。‌

大西（管理者）・大島・矢野

添田町社会福祉協議会 デイサービス事業所
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１日体験も随時、受け付けております。

お気軽にお尋ね下さい(*^-^*)
☎　連絡先は裏表紙に記載



　英彦山行政区の福嶋大介様から、社協で車椅子を使ってください。

とご寄贈をいただきました。

　この車椅子は、本会が行う「車いす貸出事業」で町内在住の方や、

地域福祉に取り組まれている団体を対象に貸し出しさせていただきま

す。ありがとうございました。

（写真）福嶋さんとご寄贈して頂いた車椅子

　令和7年12月12日に社会福祉法人豊徳会様から添田町の福祉のため
に使って下さいとご寄附をいただきました。

　豊徳会様は毎年、地域福祉の増進に貢献していただいております。

　ありがとうございました。

（写真）豊徳会様よりご寄附を受け取る様子
　　　　左：豊徳会職員　右：添田町社協会長

社会福祉法人　豊徳会　様‌

ご寄附・ご寄贈ありがとうございました

福嶋　大介　様‌
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添田町民生委員・児童委員協議会

　民生委員・児童委員全
国一斉改選が行われまし
た。（３年に一度）
　令和７年１２月１日か
ら、お住まいの地域を担
当します。
　心配ごとや困りごとな
どがあれば、お気軽にご
相談ください。

添田町老人クラブ連合会

令和７年度福岡県高齢者福祉功労者知事表彰式（10月28日開
催）が行われました。
　添田町からは、長年の老人クラブ会長の功績者として真木
地区の日向偕就会長と、町二地区の伊川加代会長が受賞され
ました。今後も益々ご活躍をされますよう祈念いたします。
おめでとうございます！

（写真）左：日向偕就 会長　右：伊川加代 会長

　添田町老人クラブ会長会と、女性リーダー研修会が合同で行
われました。（9月26日　オークホール）
　研修内容は「交通安全講習会」で、講師は添田警部交番の宮
﨑警部補にお越しいただきました。
　スクリーンで、実際の道路状況やイラスト、映像などを用い
て、どこに危険が潜んでいるのか、次に何が起こる可能性があ
るのかを予測し、危険を早期に発見出来るよう皆さん（約50名
参加）真剣に受講しました。



金婚・ダイヤモンド婚式典

福祉まつり

福祉体験学習

　添田小学校４年生を対象に福祉体験学習を行いまし

た。「手話体験講座」では自分の名前を手話で学び、「視

覚障がい者体験」では目隠しで点字ブロックを渡って、

目が見えない恐怖を感じ、足の裏の感覚や白杖の使い方

を学び、「福祉学習」では身の回りの福祉について考え

ました。この授業を通し、生徒さんからは〝自分に出来

る人助け〟を学び、気付くことができたと感想・お礼を

いただきました。

交通困難者移送支援
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　令和７年11月21日に第55回「金婚・ダイヤモンド婚式典」をそえだジョイで開催しました

　該当のご夫婦様には、町と社協からお祝い状と記念品を贈呈させていただき、福祉会の園児

さんから、祝福のお遊戯や演奏のほか肩たたきやプレゼントもありました。これからもご夫婦

円満でご健康な日々を過ごされますよう、心よりお祈りいたします。

　中山間部を中心に、公共交通機関の利用が困難な方

が、病院へ通えるように送迎のお手伝いを行っていま

す。（10月～3月まで）

　１月末現在、約１０名の方がご利用されています！　

　今後の取り組みは、現在、関係機関による協議体で

検討されています。

利用の流れ

①添田町社協へ電話 → ②訪問調査 → ③利用の可否決定 → ④開始

　令和７年11月8日に添田町体育館において添田町社会

福祉法人連絡会（友愛会･三幸福祉会･添寿会･聖光会･菜

文会･添田町社協会）主催の「第４回福祉まつり」が開

催されました。「知ろう・聞こう！身近な防犯・防災」

をテーマとして、パトカー試乗・救命講習の体験コーナ

ー、ステージイベントやミニゲーム、キッチンカー出

店、展示コーナーを設けました。最後の〝お楽しみ抽選

会〟は、大いに盛り上がりました！！

。



★学校募金のご報告★

小・中学校合わせて２１，４３６円もの募金が集まりました。中学校

での活動は初めてでしたが、快く受け入れてくださり、募金に対する

優しい気持ちと可愛い笑顔も頂きました。ありがとうございました。

★羽毛布団寄付のご報告★

庄中地区　白石孝雄 様

　昨年は、UMOU PROJECTにご協力い

ただき誠にありがとうございました。貴

殿の善意に心から感謝いたします。

　児童青少年福祉活動の一環で、添田小学校の生徒に文房具セット

（クリアファイル、鉛筆、キャップ、のり、消しゴム、ぞうきん、

マジック）添田中学校の生徒に学習ペンセット（多機能ボールペ

ン、消せる蛍光ペン）を寄贈しました。

　添田町共同募金会は、これからも子供たちの

成長を支えていきたいと思います。

　
今
年
も
、
３
か
月
間
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
で
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た

　
令
和
７
年
度
の
募
金
総
額
は
「
１
，
４
６

８
，
２
１
２
円
」
で
し
た
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
大
切
な
募
金
は
、
県
の
共
同
募
金

会
へ
送
金
し
、
翌
年
地
域
福
祉
の
事
業
費
と
し

て
添
田
町
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

2026年

3月号

赤
い
羽
根
通
信

小中学校へ文房具を寄贈いたしました

皆様からのあたたかいご協力をありがとうございました。

　
令
和
７
年
　
月
１
日
（
水
）

　
道
の
駅
歓
遊
舎
で
街
頭
募
金
活
動
を
行
な
い
ま

し
た
！

　
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

心のこもったご支援ありがとうございました

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
で
街
頭
募
金

-6-

法人募金にご協力していただいた企業様です

募
金
額
は

８
，
３
３
２
円
集
ま
り

ま
し
た
☆

添田小学校６年生代表 添田中学校３年生代表

不要になった羽毛布団 募集中

ご家庭に眠っている羽毛布団はあり

ませんか？

　回収された羽毛製品が募金になり、赤

い羽根共同募金を通じて、自分の町に使

われるしくみです。

　回収しているのは、ダウン率50％以

上の羽毛布団です。不要になった羽毛布

団があれば、ご自宅まで回収にお伺いし

ます。添田町社協へご連絡をお願いいた

します。

 UMOU PROJECT(羽毛ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)

・
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０
０
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，
３
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・
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域
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６
２
，
７
４
４
円

・
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金
　
２
１
，
４
３
６
円

・
法
人
募
金
　
１
１
１
，
２
３
６
円

・
個
人
募
金
　
１
，
９
３
０
円

・
イ
ベ
ン
ト
募
金
　
６
，
６
１
５
円

・
そ
の
他
募
金
　
２
７
，
９
１
９
円

10

赤
い
羽
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共
同
募
金
　
詳
細

。



１ 基調講演　にいがた災害ボランティアネットワーク理事長　李仁鉄 氏

 　

じ
ゃ
が
い
も
な
ど
の
芋
類
に
は
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
、

身
体
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
出
を
促
す
作
用
が
あ
り
ま
す
！

血
圧
を
下
げ
て
く
れ
る
働
き
も
期
待
で
き
ま
す
！

（災害ボランティアセンターの実施訓練）

☆管理栄養士３月おすすめレシピ☆　

材 料

ポトフ

（2人分）
・にんじん … １/４本

・キャベツ … 葉２枚

・じゃがいも … １個 ・ウインナー … ２本

にんじんは乱切り、キャベツは２㎝角に切る

1. じゃがいもは皮を剥き、食べやすい大きさに切る

2.
ウインナーは斜め切りにする3.
材料を鍋に入れ、材料を煮込む。野菜が柔らかくなっ

たらコンソメを入れる

4.

醤油を入れ、味を馴染ませるために少し煮込めば完成5.

☆コンソメ … 小さじ１

１人当たりの

塩分量　1.4g

発行：社会福祉法人　添田町社会福祉協議会
〒824-0602　田川郡添田町大字添田1573　ふれあいの館そえだジョイ内

ＭＡＩＬ ＴＥＬ

http://soesha.jp 

ＵＲＬ

fukusi@soesha.jp 0947-82-2688
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0947-82-2600
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 　添田町社会福祉協議会では、「みんなで支え合い安心して住み続けられるまち」を目指し、町民

の健康の維持・増進をはじめ、高齢者の見守り、権利擁護体制の構築など、地域共生社会の実現に

向けた様々な活動に継続的に取りんでいます。

　また昨年度は、中山間地域に住む方の通院の支援や、指定管理施設（ふれあいの館そえだジョ

イ、クアハウスハピネス）の効率的な運営に向けた取り組みを試行的に行ってきました。 

 　これからも、行政とパートナーシップを組んで「多様なニーズに対応した福祉サービスの提供」

や「地域力を高める取り組み」に努めたいと思いますので、ご理解、ご協力を賜りますようお願い

いたします。　　会長　照瀬 保道

「心配ごと相談」開設しています

【日時】毎月第１・第３火曜日  

　　　　１０時～１５時　

【場所】そえだジョイ　３階　

  令和7年11月29日（土）川崎町民会館で、行政・社会福祉協議会・NPO・企業・大学などの多様な主体が参

加して「円滑なボランティアセンターの設置・運営」訓練を実施しました。（参加者８８名）

～多くの参加者と共に学んだ有意義な訓練でした！～

令和5年7月九州北部豪雨の際、災害ボランティア活動支援プロジェクトメンバーで福岡県域の支援を担当から、災害

ボランティアセンターの役割や多様な主体が連携する被災者支援活動に関する講演

（感想）被災地域復興に深く関わった災害ボランティアのプロフェッショナルの講演は分かり易くて感動しました。

２ パネルディスカッション

※災害時に備えた必要な資機材＝田川地区社協では、災害時に必要となる資機材を赤い羽根共同募金会から配分を受けて、田川市、川崎町、福智
町、赤村の各倉庫に配備しています。

  各班（１０班）に、企業、団体、ＮＰＯ、社協、行政が参加して、災害時の初動対応から、運営マネジメント（内部調整、

外部連携・資源調整）について話合う。

 （感想）様々な災害ＶＣ体験を学び、災害毎に必要な資機材の紹介資料もあって 分かり易く学びが多かった。

３ グループワーク

①  添田町社会福祉協議会　総務課長　道園尊敏　⇒彦山川の氾濫で災害支援ニーズが多発、田川地区で初めてボランティア

センター を立ち上げて支援活動を展開した。沢山の団体・企業・ＮＰＯ・学生・個人のボランティア活動（延べ９７１名）

や支援物資、備品・資材のご協力を受けました。

②  田川青年会議所　防災委員長　寺田未来氏　⇒63年間、田川を想い田川を愛し、

田川のためにと日々活動を続けています。

③災害支援ふくおかﾈｯﾄﾜｰｸ　幹事　岩佐憲一郎氏　⇒ボランティアではなく、災害

防災の「プロフェッショナル」としての知識と経験を提供している。

日常生活上のあらゆる相談を受け付け

て解決に導く窓口です。

どんなことでも、安心してお気軽にご

相談ください。


